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國（こく）譯（やく）法（ほふ）句（く）經（きやう）



彼（か）の祥者（しやうしや）、尊貴者（そんきしや）、正遍覺者（しやうへんかくしや）に歸命（きみやう）す






雙雙品（さうさうほん）第（だい）一

1
諸法（しよほふ）は心（こころ）に導（みちび）かれ、心（こころ）に統（す）べられ、心（こころ）に作（つく）らる、〔人（ひと）〕若（も）し汙（けが）れたる心（こころ）を以（もつ）て、言（ものい）ひ且（か）つ行（おこな）はば、其（それ）よりして、苦（く）の彼（かれ）に隨（したが）ふこと、車輪（しやりん）の、之（これ）を挽（ひ）けるものの跡（あと）に〔隨（したが）ふ〕が如（ごと）し。

2
諸法（しよほふ）は心（こころ）に導（みちび）かれ、心（こころ）に統（す）べられ、心（こころ）に作（つく）らる、〔人（ひと）〕若（も）し淨（きよ）き心（こころ）を以（もつ）て、言（ものい）ひ且（か）つ行（おこな）はば、其（それ）よりして、樂（らく）の彼（かれ）に隨（したが）ふこと、猶（なほ）影（かげ）の〔形（かたち）を〕離（はな）れざるが如（ごと）し。

3
「〔彼（かれ）〕我（われ）を罵（ののし）れり、打（う）てり、敗（やぶ）れり、笑（わら）へり」と、斯（かか）る思（おもひ）を抱（いだ）けるものは、其（そ）の怨（うらみ）解（と）くることなし。

4
「〔彼（かれ）〕我（われ）を罵（ののし）れり、打（う）てり、敗（やぶ）れり、笑（わら）へり」と、斯（かか）る思（おもひ）を抱（いだ）かざるものは其（そ）の怨（うらみ）解（と）く。

5
此（こ）の世（よ）に於（おい）て怨（うらみ）は怨（うらみ）を以（もつ）てしては終（つひ）に解（と）くべからず、愛（あい）を以（もつ）てぞ解（と）くべき、これ(1)永劫（えいごふ）不易（ふえき）の法（ほふ）なり。

6
「我等（われら）は此處（ここ）に(2)滅（ほろ）ぶるものなり」と、(3)愚者（ぐしや）は之（これ）を覺（さと）らず、人（ひと）若（も）し之（これ）を覺（さと）れば、其（それ）よりして爭（あらそひ）










[image: ]

[image: ]

「https://ja.wikisource.org/w/index.php?title=Page:Kokuyakudaizokyo-kyobu-12.pdf/16&oldid=213962」から取得
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